
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３３９１７

若手研究(B)

2016～2014

地域共同体を基盤とした渇水への制度的適応に関する研究

A study of community-based drought adaptation: The case of the Sanuki Plain

６０６４５９２７研究者番号：

篭橋　一輝（Kagohashi, Kazuki）

南山大学・経済学部・講師

研究期間：

２６８７０６９０

平成 年 月 日現在２９   ５ ３０

円     3,200,000

研究成果の概要（和文）：讃岐平野では、ため池の自律的な水利用が損なわれない形で、香川用水からの融通を
受けられるシステムとなっている。ここに「補完性の原理」を見いだすことができ、ローカルレベルの自律性と
地域レベルの連携が促進されることで、讃岐平野の渇水管理のパフォーマンスが高められた。また、渇水時の水
融通には、不可逆的な損失を回避するという目的の下で、様々な資本資産の間の代替可能性を高めようとする特
質があることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Focusing on the institutional adaptation that was carried out in the Sanuki 
Plain during the 1994 drought, this study demonstrated that agricultural water coming from the 
Sameura reservoir (through the main Kagawa canal) was delivered to the local ponds in the Sanuki 
Plain in a way that was cooperative but left the autonomy of the farmers using the water from each 
pond unimpaired. This system can be seen as an application of the “principle of subsidiarity” and 
has enhanced the effectiveness of drought adaptation in the Sanuki Plain. Further, we argue that, 
from the viewpoint of sustainable economic development, water sharing carried out among farmers to 
avoid irreversible losses from that drought increased the substitutability between water resources 
and several other capital assets.
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１．研究開始当初の背景 
(1) これまで主に環境・資源経済学の分野
で、水資源の効率的な配分の「手段」に関
する研究（例：米国カリフォルニア州の渇
水銀行やオーストラリアの水市場）と、効
率的な配分の「状態」を明らかにする研究
（例：部分均衡モデルや応用一般均衡モデ
ルによる水資源配分の分析）が進められて
きた。 
 
(2) しかし、これらの既存研究においては、
渇水時における水利用のあり方、とりわけ
知己共同体が持っている伝統的な知恵や知
識に基づいた渇水管理の可能性が全く検討
されていない。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では、地域共同体の伝統的な知
恵・知識に基づいて渇水への適応を行って
きた先進事例として、香川県讃岐平野の農
業水利に注目し、その制度的特質を明らか
にする。 
 
(2) 地域共同体を基盤として実施される渇
水管理と、従来の水資源の再配分論との原
理的な差異を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
(1) Ostrom (1990)によって提示された「設
計原理」（共有資源の自律的な利用・管理が
持続するための制度的条件）と制度変化の分
析枠組み（期待便益と期待費用に基づいた合
理的意思決定論）に基づいて、讃岐平野の農
業用水における渇水管理のパフォーマンス
と変容過程を分析する。 
 
(2) 持続可能な経済発展論の理論的基礎を
築いた Dasgupta (2004)の枠組みを援用し、
讃岐平野の渇水管理の原理的特質を抽出す
る。 
 
４．研究成果 
 
(1) Ostrom (1990)によって提示された「設
計原理」を讃岐平野における渇水管理に適用
した結果、以下のことが明らかとなった。す
なわち、①讃岐平野におけるため池の資源と
利用者の境界は明確であること、②ため池の
利水者自身が利水計画の決定やコンフリク
トの解決の場に参加する機会があること、③
自治的な資源利用を行う正当性が与えられ
ていること、④利水状況のモニタリングが厳
格に行われていること、⑤ローカルのため池
と香川用水の利用・管理を行う組織が入れ子
状となっていることが明らかとなった。 
 
(2) 1994 年の異常渇水時には、ローカルレベ
ルの渇水管理（節水灌漑や干害応急対策工事
等）では、各土地改良区や水利組合の自主性
が尊重され、地域レベルでは、ローカルレベ

ルでの取り組みだけでは渇水被害を回避で
きない主体に対して香川用水土地改良区が
水融通を実施していた。このことから、讃岐
平野の渇水管理が入れ子状の組織形態によ
って行われていただけでなく、ローカルレベ
ルの利水者（土地改良区・水利組合）ができ
ることはローカルレベルの取り組みに任せ、
それだけでは限界がある場合に限って香川
用水土地改良区が配水調整を行うという点
で、讃岐平野の渇水管理に「補完性の原理」
を見いだすことができる。この補完性の原理
に基づいて、ローカルレベルで発揮される利
水主体の自律性と地域レベルでの連携が促
進されたことで、讃岐平野の渇水管理のパフ
ォーマンスが高められていたと考えられる。 
 
(3) Ostrom (1990)の制度変化の枠組みを援
用し、香川用水の通水以降の農業水利慣行
の変容過程を分析した結果、労働集約的な
農業水利慣行を廃止することに伴う水管理
労力の節約（期待便益）は、渇水被害リス
クの上昇（期待費用）を上回っており、合
理的な意思決定の結果として農業水利慣行
の変容が生じたと推定される。 
 当時の讃岐平野の農家にとって、従来の
農業水利慣行を廃止して香川用水からの補
給水への依存度を高めることは、ため池の
水管理労力を節約することを意味し、これ
が制度変化の便益として認識されていた。
その一方で、農業水利慣行を廃止すること
によって、渇水時の農作物被害が大きくな
る可能性がある。しかし、当時の農家は香
川用水の通水によって、将来に渇水が起こ
る確率がきわめて小さくなると認識してい
たことから、農業水利慣行の廃止に伴う費
用が小さく見積もられる結果となった。 
 結果として、農業水利慣行の廃止に伴う
将来の便益が費用を上回り、合理的な意思
決定の結果として讃岐平野の農業水利慣行
の制度変化が生じたと考えることができる
が、現実には 1994 年に異常渇水が発生し
た。農業水利慣行が一時的に復活したこと
で、農作物被害の発生を低減させることが
できたという歴史的経緯を踏まえると、不
測の事態に効果を発揮する農業水利慣行の
価値を再考する必要がある。 
 
(4) 讃岐平野の 1994 年の渇水時に実施され
た「水融通」は渇水への制度的適応策として
位置づけられる。Dasgupta (2004)の枠組み
を援用して水融通の原理的特質を検討した
結果、水融通は各利水主体の福祉への不可逆
的な損失の発生を回避するという目的の下
で、人工資本や人的資本、知識ストックを総
合的に活用することによって渇水への適応
を図る制度であることが分かった。水融通は
①用水間の融通、②水系間の融通、③水系内
の融通に分類することができるが、用水間／
水系間の水融通は自然資本の代替を促進す
る制度変化として考えることができる一方、



水系内の水融通は自然資本と他の資本資産
の代替を促進する制度変化として解釈でき
ることが分かった。渇水時の水資源はクリテ
ィカル自然資本（critical natural capital）
としての性質（代替不可能性）を強く帯びる
と考えられるが、渇水への実際の適応プロセ
スを見てみると、配水方法や利水方法を柔軟
に変更することによって、資本間の代替可能
性を高めようとする行動がとられていた。讃
岐平野の水融通はこれらの理論的特質を持
つ点で、水資源の再配分論との違いがある。 
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